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（
旧
法
届
出
者
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
十
四
条

施
行
日
前
に
整
備
法
附
則
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
三
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
法
届
出
者
等
」
と
い
う
。）に
対
し
て

な
さ
れ
た
旧
児
童
福
祉
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
命
令
（
当
該
報
告
の
期
限
が
施
行
日
以
後
に

到
来
す
る
も
の
に
限
る
。）は
、
新
児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
る
処
分
と
み

な
す
。

２

施
行
日
前
に
旧
法
届
出
者
等
に
対
し
て
な
さ
れ
た
旧
児
童
福
祉
法
第
四
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
停

止
の
命
令
（
当
該
停
止
の
期
間
が
施
行
日
に
お
い
て
満
了
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）は
、
新
児
童
福
祉
法
第
三
十

四
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
停
止
を
命
ず
る
処
分
と
み
な
す
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
二
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
四
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
指
定
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
処
分
等
の
行
為
」
と
い
う
。）又
は
同
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
旧
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ

り
さ
れ
て
い
る
指
定
の
申
請
及
び
辞
退
の
届
出
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。）で
、
同
条

の
規
定
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、

同
日
以
後
に
お
け
る
新
自
立
支
援
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
自
立
支
援
法
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の

行
為
又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

２

第
四
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
対
し
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
同
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
、
新
自
立
支
援
法
の
相
当
規
定
に
よ
り
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の

十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
又
は
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
に
対
し
て
届
出
そ
の
他
の
手
続

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
新
自
立
支
援
法
の
規
定

を
適
用
す
る
。

（
駐
車
場
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
路
外
駐
車
場
又
は
現
に
新
設
工
事
中
の
路
外
駐
車
場
に
つ
い

て
は
、
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
駐
車
場
法
施
行
令
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
政
令
の
施
行
後
自
動
車
の
出
口
又
は
入
口
の
位
置
を
変
更
す
る
路
外
駐
車
場
の
当
該

自
動
車
の
出
口
又
は
入
口
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五

号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
成
立
し
て
い
る
退
職
手
当
共
済
契
約
（
旧
自
立
支
援
法
附
則
第
四
十
八
条
の
規

定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
条
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会

復
帰
施
設
で
あ
っ
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。）は
、
社
会
福
祉
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法

に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
に
係
る
退
職
手
当
共
済
契
約
と
み
な
す
。

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
成
立
し
て

い
る
退
職
手
当
共
済
契
約
（
旧
自
立
支
援
法
第
七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
う
ち
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。）は
、
新
児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
三

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ
た
障
害
児
通
所
支
援
事
業
に
係
る
退
職
手
当
共
済
契
約
と
み
な
す
。

（
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

施
行
日
前
に
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
住
宅
計
画
に
記
載
さ
れ
た
公
営
住
宅
建
替

事
業
で
あ
っ
て
、
当
該
公
営
住
宅
建
替
事
業
が
施
行
さ
れ
る
土
地
の
区
域
に
お
い
て
新
た
に
第
二
十
九
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

第
二
条
第
六
号
に
掲
げ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
に
限
る
。）又
は
相
談
支
援

事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
を
整
備
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
に
お
い
て
当
該
地
域
住
宅
計
画
に
記
載
さ
れ
た

公
営
住
宅
建
替
事
業
で
あ
っ
て
、
当
該
公
営
住
宅
建
替
事
業
が
施
行
さ
れ
る
土
地
の
区
域
に
お
い
て
新
た
に
第
二
十

九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
同
令
第
二
条
第
一
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
施
設
を
整
備
す
る
も
の
と
み
な
す
。

（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施

行
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

旧
自
立
支
援
法
第
七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
旧
自
立
支
援
法
第

五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
限
る
。）の
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
整
備
法
附
則
第

二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
児
童
発
達
支
援
及
び
同
条
第
四

項
に
規
定
す
る
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
新
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
の
設
置
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
東
日
本
大
震
災
に

対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施
行
等
に
関
す
る
政
令

第
三
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
八
十
六
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
三
項
第
七
号
及
び
第
四
項
中
「
第
四
十
三
条
の
四
」
を
「
第
四
十
三
条
の
七
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

財
務
大
臣

安
住

淳

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

防
衛
大
臣

田
中

Æ
紀

〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
五
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童

福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
三
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
三
条
）

第
二
章

児
童
発
達
支
援

第
一
節

基
本
方
針
（
第
四
条
）

第
二
節

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
五
条
e

第
八
条
）

第
三
節

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
九
条
・
第
十
条
）

第
四
節

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
十
一
条
e

第
五
十
四
条
）

第
三
章

医
療
型
児
童
発
達
支
援

第
一
節

基
本
方
針
（
第
五
十
五
条
）

第
二
節

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
五
十
六
条
・
第
五
十
七
条
）

第
三
節

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
五
十
八
条
）

第
四
節

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
五
十
九
条
e

第
六
十
四
条
）

第
四
章

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

第
一
節

基
本
方
針
（
第
六
十
五
条
）

第
二
節

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
六
条
・
第
六
十
七
条
）

第
三
節

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
八
条
）

第
四
節

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
九
条
e

第
七
十
一
条
）
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